









































































































































































》イーェシッカの身死不《フコサルーコ＝イキスムーリ ：1例譜　 （1902）第 2場  
〈カッシェーヴナの歌〉冒頭
⬅




















大原則（a））に来ている。「親愛なる」という 3 音節の形容詞 дорогой［dorogoj］は力
点音節の第3音節が第2強拍（=大原則（c））に置かれ、力点直前の音節は2拍目裏の裏
で短く処理されている。























非力点音節 дос-が 2拍目裏に、力点音節の -тиг が 3拍目表に配されて、音楽の拍節と
単語の力点位置が一致している。この曲は四分の三拍子なので大原則（c）のケースに当



























　次の音楽的フレーズは、спокойно までの残る 3 小節全部である。「6 番目の」という
順序数詞の шестой［shestoj］と副詞「既に」уж［uzh］は、2単語まとめて弱・強・弱
の3音節を構成し、原詩のリズムを保持している。非力点音節の шес-は八分休符後の1



























　ロシア語としては前半 2 小節と後半2 小節で区切れて、二つの文章を作っている。ま













意味する заря で、非力点音節 за- を前の小節の最後の拍裏という最弱拍に置き、力点
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138 和光大学表現学部紀要　13 号
音節 -ря を次の小節冒頭の第1 強拍に分けることによって、この単語が際立って強調さ


























時に満たしている。次に重要な単語である огня の力点音節 -ня は非力点音節 ог- の 2
倍の長さを持ち、第 3 強拍「よん」の所に置かれ、大原則（c）と準原則（d）に当て嵌
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ず、「来たれ」という動詞の命令形 Приидите［priiditie］は第 3 音節 -ди- に力点があ














点音節である по-も -кло-も八分音符2つが配され、力点音節の -ним-は音符が4つも
与えられている。しかし教会音楽に於いては、後述するように母音を長く伸ばすという聖
歌の伝統があるので、単なる例外ではなく統音論有効反則エ）に該当するものである。さ



















































かれていないし、強拍には堂々と非力点母音が置かれている。さらには 3 小節目では 3





になってしまうのである。この譜例でも一小節目 Орле と 3小節目 торжествуй がその
典型例である。





























つのロシア語「何という」Каку р」をび喜「 ］uiukak［ю адость［radoct’］「（私は）感じ



































































せているので、第 2 力点は消滅している。ただし、第 2 力点を完全に無視しているわけ
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　 場2第幕2第》ンギーネオ・イニーゲヴエ《イキスフーコイャチ ：21例譜   
〈レーンスキイのアリア〉冒頭
　このアリア冒頭ではレーンスキイの心には迷いがあり、親友オネーギンとの決闘を戸惑






いてしまった」という動詞過去形 удалилисьt［udalilis’］の非力点音節 -да と、3 番目
の形容詞「黄金の」златые［zlatyie］の最後の母音 -е は、通常の発語では絶対に有り
得ない高音処理がされており、レーンスキイの不安・疑念が最高潮に達したことが描写さ
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149音楽と言葉─芸術音楽における旋律とロシア語の統音論序説
　有効反則を起こしているのは冒頭の「彼女たちは」они［oni］という単語である。力
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